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〈資料紹介〉
コー ンズ商 会(Cornes&Co.)関 係 文書 につ いて(そ の二)
一 一W
.G.Aspinal1の 周 辺 資 料
鈴 木 芳 徳
1
コ ー ン ズ商 会 は,ウ ィ リ ア ム ・グ レ グ ス ン ・ア ス ピ ノ ー ル(William
GregsonAspianll)と フ レデ リ ッ ク ・コ ー ン ズ(FrederickCornes)の 両 名
に よ って 創 始 さ れ た 。 以 下 で は,ア ス ピ ノ ー ル にっ い て,若1の 資 料 を
提 供 して お き た い 。
ア ス ピ ノ ー ル の 出 自や 経 歴 に つ い て は,ま だ 何 程 の こ と も知 られ て い
な い 。1822年 に リ ヴ ァ プ ー ル で 生 ま れ て お り,し た が って フ レデ リ ッ
ク ・コ ー ン ズ(1837年 生 まれ)よ り ほ ぼ15歳 年 長 だ っ た こ と に な る。
1850年8月3日 にNORTHCHINAHERALDの 創 刊 第 一 号 が 刊 行 さ
れ た が,こ の 紙 面 に,LISTOFFOREIGNRESIDENTSINSHANG-
HAIと い う リス トが 掲 載 さ れ て お り,そ の 中 に,WilliamGregson
Aspinall,MERCANTILEASSISTANT,MACKENZIEBROTHERS&
co.と 記 載 され て い る。 この リ ス トに は ま だ,フ レデ リ ッ ク ・コ ー ンズ
の 名 前 は 見 られ な い。 コ ー ン ズ の 方 は,や や 遅 く,1857年 に 上 海 に 行 っ
た よ うで あ る。
このNORTHCHINAHERALDに1860年4月14日 付 けで,ア ス ピ
ノ ー ル は,神 奈 川 で1860年5月1日 か ら,TeainspectorandGenera
CommissionAgentを 開 業 す る 旨 を 広 告 して い る。(次 頁 を参 照)ア ス ピ
ノ_ル ・コ ー ン ズ商 会 の 創 業 は,1861年4月1日 で あ る が,こ れ を み る
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と,ア ス ピ ノ ー ル は,そ の1年 ほ ど前 の
,1860年5月1日,す で に 神 奈
川 に進 出 して 単独 で 事業 を 始 め て お り,の ち これ に フ レデ リ ッ ク.コ_
ン ズが 加 わ っ てAspinail
,C・rnes&C・.と して1861年4月1日 に 出 発
した と 考 え て よ い よ うで あ る。
2
お そ ら く は こ う した経 緯 で,ア ス ピノ ー ル は,フ レデ リ ッ ク ・コ ー ン
ズ と イ ク オ ー ル ・パ ー トナ ー の か た ち でAspinall
,C・rnes&C。.を 倉1位
し,成 功 を収 め た 。
いわ ゆ る生 麦 事件(1862年)の 記 事 に
,殺 害 さ れ た リチ ャー ドソ ンの 検
死 が,ア ス ピ ノ ー ル の 家 で 行 わ れ た 旨が 記 さ れ て い る
。 す な わ ち 「9月
15日 月 曜 日・ ア ス ピ ノ ー ル 氏 の 自宅 で
,チ ャ ー一ル ズ ・レ ノ 、ソク ス.リ
チ ャ ー ドソ ン(CharlesLenoxRichardson)の 死 体 の 検 死 が 行 わ れ た
。」
(NORTIIC1-IINAIiERALD,Uct .11,1862)こ れ よ り先 ,1861年,神 奈 川 に
居 住 す る イ ギ リ ス人 と,在 神 奈 川 イ ギ リス代 理 領 事 との 間 で
,国 際 法 に
関 す る瀞 が な さ れ た こ と が あ る.そ の 際 の 瀞 点 は2点 あ り
,D条 約
ヒの 特 権 め ぐ る も の で,領 事 は居 住 者 がkf本 人 の 感 情 を 踏 み 躍 り た い と
考 え て い る と し・ 居 住 者 は 日本 の 法 律 の 下 に 置 か れ る こ と を い さ ぎ よ し
と して い な い・ と い う問 題,2)リ ボ ル バ ー拳 銃 の携 行 を 禁1ト しよ う と す
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ア ス ピノ ー ル の 創 業 広 告
NORTH-CHINAHERALD ,Apr.28,186Q
(160) コ_ン ズ 商 会(C。r・e・&C・.)関 係 蠕 に っ い て(そ の つ167
る 領 事 の 意 見 と,こ れ に 反 対 す る 居 住 者 側 の 意 見,と い う の が そ の 内 容
で あ る 。 こ の 在 神 奈 川 イ ギ リ ス 代 理 領 事(capt乏1inFIIowardvyseJI.B.
M,'sActingConsul,Kanagawa)と の 往 復 書 簡 の 宛 名 の 中 に,W.G.Aspin-
allの 名 が 見 え る 。(NORTHCHINAIIERALD,Jan.19,1861)
ま た,当 時 に お け る ア ス ピ ノ ー ル の 社 会 的 地 位 を 示 す 貴 電 な 資 料 が 英
国 外 務 省 文 書 に 残 さ れ て い る 。
1869年8月29日 の 日 曜 日 の1C午 に,PrinceALFREDがGALATEA
号 で 神 奈 川 に 到 着,31目 に1二 陸 し てSirHarryParkesと 昼 食 を 共 に し
た.(THEJAPAN{OVERLANDMAIL,SATURI)AIT,SEPTEMBERI8TII・
1869.)こ の 時 に ア ス ピ ノ ー ル が,在 日 英 国 人250余 人 を 代 表 し て 接 見 の
光 栄 に 浴 し,挨 拶 し た 記 録 が,英 国 外 務 省 文 辞 にSirHenryParksの 書:
簡 と し て 残 さ れ て い る。 当 時 に お け る ア ス ピ ノ ー ル の 社 会 的 な 地 位 を 示
す も の と み て よ い で あ ろ う。 ハ リ ー ・パ ー ク ス の 書 簡 の う ち,ア ス ピ
ノ ー ル の 挨 拶 の 部 分 を 以 下 に 示 し て お く。(原 文 は次 頁 の 資 料 を 参 照)
ま た,こ の 時 丁9月14日 に,AdmiraltheHon、SirHenryKeppelK.
CB.の た め のFarewel1Banquetが80名 が 出 席 し て 催 さ れ た ・ そ の 際
テ ー ブ ル はT字 型 に 並 べ ら れ,そ の ヒ部 の 席 に は,Mr.Marshall(the
firm。fMacphers。nandMarshall,thepresident・ftheevening)fそ の 左 に
SirHarryParkes,C・LN・rman,CaptainStanh・peカaま た そ の 右 に
は こ の 日 のguestで あ るH.R.H,theDukeofEdinburgh,SirEdmund
Hornbyが,ま た テ ー ブ ル の ク ロ ス し た と こ ろ に はMr.Grahame(Cha-
irmanoftheChamberofCommerce)とMr.Aspinall(AspinallCornes&
Co.)が 座 っ た と い う。(Sep.181869,THEJAPANTIMES'OVERLAND
MAIL)こ の こ と もAspinallが 当 時 の 英 国 人 社 会 で 占 あ て い た 地 位 をrI
ず と 示 し て い る も の の よ う に 思 わ れ る 。
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ア ス ピノ ー ル は,1873年 に 引退 し,そ れ ま で のAspinall,Cornes&
Co.は 同 年4月1日 に 社 名 をCornes&Co .に 変 更 した 。 ア ス ピ ノ ー ル
は そ の 後,い っ た ん 帰 英 した の ち ,再 び来 日 した。 そ の 間 の 事 情 は全 く





な っ て い る。 の ち・1879年10月3日 に横 浜 で 没 して い る
。57歳 で あ っ
た。
彼 の 逝 去 に 際 して,THEJAPANGAZETTE(Friday ,opt.3,1879)と
THEJAPANWEEKLYMAIL(Oct .4,1879)は,そ れ ぞ れOnthe3rd
mstant。W.GAspinallEsq .,aged58years.と 記 し,葬 儀 に つ い て は
,
THEJAPANGAZETTEが ,ThefuneralwillleaveN・.35at4P .m.
tommorrOWと 記 して い る。 両 紙 の 追 悼 文 を掲 げ て お く
。
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4
ア ス ピノー ル は,teainspectorと して知 られ て いた。ア ス ピノールが
活 躍 した時期 か らみ る と(1873年[明 治6年]に 引退)か な り後 の時 期 にな
るが,明 治期 に お け る茶 の取扱 高 にっ いて は次 の よ うな統 計 が残 されて
い る。 これ は静 岡 県掛 川 市 堀 有三 氏 の 日本茶 貿 易史 か らの 引用 で あ り,
「著 者(堀 有三)の 父 堀精 助 は明 治八 年 よ り横 浜 にお い て茶 問屋 を営 み,
明治 十 七 年 以 後,各 年 度 末 に そ の年 の商 館 売 込 み 統 計 を作 製 し これ を
『貿 易競 べ』 と題 して各 方 面 に配布 」 した もの によ る数 字 で あ る。(r日 本
茶貿易概観』昭和十年,加 藤徳三郎編纂発行,茶 業組合中央会議所,126頁 以下)









































モ リヤ ン,ハ イ マ ン商 会
ス ミス,ベ ー カ ー商 会
オ ッ ト,ラ イ メ ル ス商 会
シ,ビ,ロ ー 商 会
ジ ヤ ー デ ン,マ ゼ ソ ン商 会
ブ レザ ー,フ ァ ー レー,エ ン ド,バ ー ナ ム 商 会
チ ャ イ ナ,エ ン ド,ジ ャパ ン,テ レジ ン グ商 会
ア イ ザ ック商 会
ワ イ レ ン商 会
バ ナ ー ド,ウ ッ ド商 会
ア ダ ム ソ ン,ベ ル商 会
ミッ ドル トン,ス ミス商 会
ヘ リヤ ー商 会
ハ ン ト商 会
バ ッタ フヰ ル ド,エ ン ド,ス ワ イ ヤ ー商 会
ウオ ル シ ュ,ホ ー ル商 会
モ リソ ン商 会
商 会 名 不 明
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ス ミスrベ ー カ ー 商 会
モ リヤ ン,ハ イ マ ン商 会
コ ー ン ス商 会
ハ ン ト商 会
ジ ャ ー デ ン,マ ゼ ソ ン商 会
商 会 名 不 明,茶 方 「ウヰ ル ソ ン」
ヘ リヤ ー 商 会
エ ー ヴ リル商 会
日東 貿 易 会 社
ミ ッ ドル トン,エ ン ド,ス ミス商 会
ブ レザ ー,バ ー ナ ム商 会
ジ ョ ン,シ ー,シ ー グ フ リー ド商 会
バ ナ ー ド商 会
モ リソ ン商 会
ウ オ ル シ ュ ホ ー ル商 会
















(補 注)1.現 在 の と こ ろ,コ ー ン ズ ・ペ ー パ ー は,10冊 分 が 整 理 さ れ て い る 。











2.本 研 究 に っ い て は,1994年 度 経 済 学 部 共 同 研 究 費 を 利 用 さ せ て い た
だ い た 。 記 し て 厚 く 御 礼 申 し 上 げ た い 。
